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用
字
法
か
ら
見
た

「
三
河
物
語
』

の
構
成

十
爪
い
曹ホペ・

賢

章

三
河
物
語
は
大
久
保
彦
左
衛
門
尉
忠
教
（
永
禄
三
年
生

l

寛
永
十
六
年
没
）
の
手
に
な
る
子
孫
へ
の
遺
訓
の
書
で
あ
る
。
伝
本
は
全

て
写
本
で
、
そ
の
数
は
相
当
な
数
に
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
写
本
中
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
自
筆
本
三
河
物
語
（
以
下
「
自
筆
本
」
と

略
称
）
と
通
称
さ
れ
る
忠
教
自
ら
の
筆
に
な
る
写
本
で
あ
る
。
自
筆
本
の
注
目
さ
れ
た
来
由
は
、
斉
木
一
馬
が
「
さ
て
上
記
の
諸
写
本
（

前
文
よ
り
蓬
左
文
庫
本
・
東
京
教
育
大
学
蔵
本
な
ど
の
こ
と
）
は
、
本
書
の
成
立
お
よ
び
流
布
の
一
面
を
考
察
す
る
上
に
は
役
立
つ
け
れ

ど
も
、
自
筆
本
と
対
比
す
る
時
、
誤
脱
は
も
と
よ
り
、
用
字
・
用
語
に
恋
意
の
変
改
が
多
く
、

そ
の
真
を
失
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
く
な

く
、
殊
に
自
筆
本
に
存
す
る
丹
念
な
振
り
仮
名
・
濁
点
等
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
若
し
も
自
筆
本
が
伝
存
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
本
書
の

価
値
は
激
減
を
免
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
痛
感
す
る
。
殊
に
国
語
学
的
価
値
の
如
き
は
、

か
か
っ
て
自
筆
本
に
存
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
己
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
穏
当
な
も
の
も
あ
る
が
、

一
方
で
、
忠
教
に
と
っ
て
実
に
芳
し
く
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
同
書

が
明
治
三
一
年
に
文
科
大
学
史
誌
叢
書
の
一
と
し
て
出
版
さ
れ
た
際
、
坪
井
九
馬
三
・
日
下
寛
は
そ
の
解
説
で
、

「
書
中
難
字
渋
匂
多
く



2 

且
平
仮
字
片
仮
名
万
葉
仮
字
を
互
用
し
（
中
略
）
或
ハ
字
義
を
誤
用
し
殊
に
異
形
の
字
あ
り
て
往
々
通
し
易
か
ら
ず
（
中
略
）
臥
慶
長
版
節

用
集
及
嘉
永
中
模
刻
の
大
塔
物
語
等
を
閲
す
る
に
異
様
異
体
の
字
あ
り
て
本
書
の
異
字
に
努
髭
た
り
節
用
集
は
僧
玄
恵
大
塔
物
語
ハ
奏
深

の
作
に
し
て
共
に
足
利
時
代
の
古
書
と
ず
忠
教
蓋
此
等
の
書
体
に
倣
ひ
其
異
字
誤
画
を
襲
用
し
て
此
に
至
り
し
者
な
ら
ん
」
と
述
べ
て
い

る
。
以
後
今
日
ま
で
こ
う
し
た
意
見
の
一
流
が
あ
り
、
右
を
敷
街
し
て
、
無
教
養
な
忠
教
が
自
ら
の
書
を
権
威
づ
け
る
な
ど
の
目
的
で
、

身
近
な
辞
書
な
ど
か
ら
漢
字
を
適
当
に
と
っ
て
意
味
も
よ
く
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
漢
字
を
使
用
し
た
た
め
に
、
表
記
上
の
混
乱
を
招
来
し
た

の
だ
と
い
う
指
摘
に
つ
ら
な
っ
て
い
く
。

し
か
し
忠
教
の
読
み
書
き
能
力
を
推
定
し
て
み
る
と
、

ω忠
教
自
筆
の
手
紙
や
釈
教
和
歌
が
存
す
る
こ
と
。

ω星
野
恒
の
報
告
に
よ
れ

ば
明
治
年
中
に
忠
教
写
の
「
源
氏
画
巻
物
』
十
二
巻
が
あ
っ
た
こ
と
。

ω本
文
中
に
長
文
に
わ
た
っ
て
『
曽
我
物
語
』
が
引
用
さ
れ
て
い

た
り
、
経
典
な
ど
の
引
用
が
あ
っ
た
り
、
『
信
長
記
』
に
偽
り
多
し
と
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
。

な
ど
か
ら
、

日
常
の
基
礎
的
な
読
み
書
き

能
力
を
持
っ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
相
当
な
教
養
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
自
筆
本
の
表
記
上
の
混
乱
を
先
に
見
た
よ
う
な
忠
教
の
無
教
養
に
帰
す
根
拠
は
失
な
わ
れ
る
。

今
一
つ
、
坪
井
・
日
下
が
い
う
よ
う
な
異
様
異
体
と
い
う
評
価
は
、

明
治
の
眼
か
ら
見
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
我
々
も
そ
う
し
た
評
価

に
追
随
し
や
す
い
。
当
時
に
お
け
る
通
行
文
字
の
実
態
｜
｜
ど
ん
な
人
々
が
ど
ん
な
範
囲
・
目
的
で
ど
ん
な
文
字
を
使
っ
た
か
と
い
う
実

態
ー
ー
が
わ
か
ら
ぬ
限
り
、
誤
字
誤
画
も
含
め
異
様
異
体
と
い
う
評
価
を
下
す
に
は
、
充
分
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
あ

る
が
ま
ま
を
そ
う
し
た
評
価
に
ひ
き
ず
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
う
し
た
評
価
か
ら
離
れ
る
と
し
て
も
、
錯
綜
し
た
表
記
は
誰
の
眼
に
も
明
ら
か
で
あ
り
、
忠
教
自
ら
の
筆
に
な
る
三
河
物
語
は
現
に

存
在
す
る
。
何
か
ほ
か
に
理
由
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。



上
中
下
三
巻
を
通
覧
す
る
と
、
筆
は
同
一
人
の
手
に
な
る
が
、
上
中
巻
は
漢
字
片
仮
名
交
り
丈
（
一
部
平
仮
名
を
交
え
る
｝

で
あ
る
の

に
対
し
、
下
巻
は
漢
字
平
仮
名
交
り
丈
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
一
人
が
一
連
の
文
章
を
書
く
に
際
し
て
、

そ
の
途
中
か
ら
表
記
を
右

の
よ
う
に
変
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ょ
う
か
。

用字法から見た『三河物語』の構成

こ
れ
に
つ
い
て
、
忠
教
が
文
字
を
六
十
歳
に
な
っ
て
習
い
始
め
た
為
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

談
」
の
「
彦
左
衛
門
が
六
十
に
な
っ
て
、
初
め
て
手
習
を
し
て
、

こ
の
指
摘
の
一
に
弱
い
点
は
「
海
舟
座

一
生
の
歴
史
を
自
分
で
書
い
た
も
の
だ
J

」
に
由
来
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
全
く
論
拠
に
乏
し
い
こ
と
だ
。
逆
に
前
節
で
触
れ
た
「
源
氏
画
巻
』
は
慶
長
十
四
年
の
作
と
さ
れ
て
お
り
、
忠
教
が
六
十
歳
（
元
和

五
年
）
ま
で
目
に
一
丁
字
も
な
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

た
と
、
ぇ
、

こ
の
『
源
氏
画
巻
』

の
指
摘
に
問
題
が
あ
っ
て
も
、
老
齢
に
な

っ
て
か
ら
文
字
を
習
い
始
め
た
為
で
な
い
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

元
和
八
年
四
月
段
階
で
は
、
第
一
次
の
集
成
が
行
な
わ
れ
下
巻
の
半
ま
で
が
ほ
ぼ
で
き
て
い
た
こ
と
は

そ
の
形
態
を
持
つ
蓬
左
丈

庫
本
の
存
在
か
ら
推
定
で
き
る
。
こ
の
段
階
で
一
時
に
書
い
た
と
す
れ
ば
、
下
巻
の
前
半
だ
け
で
は
あ
る
が
、
充
分
平
仮
名
を
駆
使
し
て

お
り
、
上
中
巻
を
片
仮
名
で
書
く
論
拠
は
失
な
わ
れ
る
。
逆
に
こ
の
段
階
で
上
中
巻
の
片
仮
名
が
彼
の
常
用
の
文
字
と
す
れ
ば
、
下
巻
の

平
仮
名
を
使
用
す
る
論
拠
が
失
な
わ
れ
る
。
今
一
つ
、
片
仮
名
先
習
論
の
立
場
か
ら
、
上
中
巻
は
識
字
教
育
の
初
期
に
片
仮
名
を
習
っ
た

段
階
で
、
以
後
平
仮
名
を
習
っ
た
段
階
で
下
巻
の
前
半
を
書
い
た
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
忠
教
が
片
仮
名
で
書
く
よ
り
平
仮
名
で
書
く
こ

と
に
よ
り
高
い
価
値
を
見
い
出
し
た
と
す
れ
ば
、
元
和
八
年
以
後
の
書
き
変
え
の
際
、
上
中
巻
も
平
仮
名
に
直
し
た
は
ず
で
あ
り
、
第
二

3 

の
考
え
も
首
肯
し
難
い
。
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上
中
巻
と
下
巻
と
の
相
違
を
内
容
の
面
か
ら
見
て
み
る
。
上
中
巻
に
書
か
れ
る
内
容
を
編
年
的
に
見
る
と
最
終
記
事
は
信
長
の
叡
山
焼

打
（
元
亀
二
年
）
将
軍
義
昭
追
放
（
元
亀
四
年
）

で
あ
る
。
元
亀
四
年
は
忠
教
十
四
歳
で
あ
る
。

つ
ま
り
上
中
巻
の
内
容
は
忠
教
十
四
歳

ま
で
の
で
き
ご
主
で
あ
り
、
彼
が
直
接
見
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
そ
の
一
部
は
誰
々
か
ら
聞
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
大
部
分

は
何
ら
か
の
資
料
に
よ
っ
て
書
き
認
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
下
巻
は
そ
の
前
半
に
数
ヶ
所
な
が
ら
忠
教
自
ら
の
活
躍
が
記
さ
れ
て
お

り
、
後
半
の
大
坂
夏
の
陣
に
お
け
る
旗
奉
行
の
一
件
は
ま
さ
に
忠
教
奮
闘
記
と
で
も
名
づ
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、

忠
教
自
ら
の
語
り
か
け
る
子
孫
へ
の
教
訓
を
も
っ
て
終
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
上
・
中
巻
は
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
書
き
綴
つ

つ
い
で

て
い
っ
た
と
い
う
編
纂
性
が
濃
く
、
下
巻
は
忠
教
の
筆
記
の
性
格
が
濃
い
と
い
え
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
を
進
め
て
く
る
時
、
上
中
巻
と
下
巻
と
の
表
記
上
の
差
異
を
忠
教
個
人
に
見
い
だ
す
よ
り
は
、
上
中
巻
の
資
料
を
参

照
L
な
が
ら
書
き
綴
っ
て
い
っ
た
と
い
う
編
纂
の
性
格
と
下
巻
の
忠
教
の
見
聞
を
書
き
留
め
て
い
っ
た
筆
記
の
性
格
と
の
違
い
に
由
来
す

る
と
推
定
す
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

上
中
巻
の
用
字
法
を
検
討
し
て
い
く
と
、
あ
る
一
つ
の
一
言
葉
に
対
応
し
て
二
つ
以
上
の
表
記
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

こ
こ
で
い
、
っ

一
つ
の
言
葉
に
対
応
す
る
こ
つ
以
上
の
表
記
と
い
う
の
は
、
同
一
の
言
葉
が
近
接
し
て
表
わ
れ
る
際
な
ど
、
別
の
表
記
を
使
う
と
い
う
、

『
万
葉
集
』
か
ら
現
代
作
家
の
作
品
中
に
ま
で
み
ら
れ
る
も
の
を
い
っ
て
い
る
の
で

そ
の
背
景
を
考
え
ず
現
象
だ
け
を
と
ら
え
る
な
ら

は
な
く
、
左
記
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊ 



国・・園田・

「
安
城
」

（
地
名
）

の
用
例

凶
安
祥
（
二
五
・
3
）

（
二
五
・

5
）

（
二
六
・

3
）

（
二
七
・

3
）

さ
二
・

4
）

（
三
五
・

4
）

（
三
五
・

8
）

同
案
祥
（
三
六
・

6
）

（
三
七
・

3
）

（五

0
・
3）

（五

0
・
4
）

（五
0
・
6
）

（五

0
・
7
）

（
五
二
・
7
）

（六

5 

（
六
五
・
3

ノ、

7 

ご
三
八
・

2
）

w~ 

以
上
は
「
安
城
」
の
上
巻
に
お
け
る
全
用
例
で
あ
る
が

（
三
五
・
8
）

の
用
例
ま
で
は
安
祥
に

（
三
六
・

6
）
の
用
例
か
ら
は
案

用字法から見た『三河物語』の構成

祥
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

「
サ
テ
」

の
用
例

倦
又
（
一
八
・

8
）
却
モ
／
＼
（
二

0
・
8
）
却
又
（
三
五
・

5
）
却
ヲ
キ
ヌ

（
三
九
・
7
）
償
も
／
＼
（
四

0
・
4
）
却
（
五

0
・
1
）
償
又
（
五
一
七
・

3
）
倦
モ
／
＼
（
五
七
・

6
）
掠
又
（
五
八
・

1
）
却
（
七
五
・

2
）
償
又
（
七
五
・

6
）
却
（
八
一

－
5
）
却
モ
／
＼
（
八
一
・

7
）
却
又
（
九

0
・
6
）

以
後
上
巻
中
に
十
九
例
の
用
例
が
あ
る
が
、
全
て
却
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
サ
テ
」
の
場
合
（
七
五
・

6
）
の
用
例
ま
で
は
却
に

混
っ
て
僧
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
以
後
は
却
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

右
の
二
例
の
う
ち
「
安
城
」
の
例
は
、
漢
字
表
記
と
他
の
漢
字
表
記
の
対
立
が
あ
り
、

「
サ
テ
」

の
例
は
、
二
つ
の
表
記
を
交
用
す
る

の
と
一
つ
の
表
記
の
み
使
用
す
る
の
と
の
対
立
が
あ
る
。

以
下
の
表
で
上
げ
る
例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
よ
っ
て
仮
名
書
と
漢
字
の
対

立
－
送
り
仮
名
の
有
無
の
対
立
な
ど
対
立
の
中
身
は
違
っ
て
い
て
も
、
右
二
例
に
示
し
た
よ
う
な
対
立
が
み
ら
れ
る
の
を
そ
の
特
徴
と
す

5 

る
も
の
で
あ
る
。
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二
つ
以
上
の
表
記
の
あ
る
言
葉
で
、
対
立
を
持
つ
言
葉
を
、

表（ I ) 

40 

ヲ
ワ
シ
7

ス
（
ヲ
ハ
シ
7

ス）

一
（
三
六
・
3
・
3
・

4

5

・
8
）

オ

寸ナ

ン

て7

ク

ワ

イ

十陣

・l

エi九
0: 4 

::::-::::-1 i 5 
四一
2 : 6 

三~ 8 : 7 

50 60 

（
七
一
・
7
）
以
降
は

「
御
」
に
統
一
さ
れ

用
例
も
多
い
。

表
I
に
つ
い
て
み
る
と

そ
の
対
立
部
分
を
中
心
に
ま
と
め
た
の
が
表
ー
か
ら
表
V
で
あ
る
。

ス

J[, 

モ
、、

八・

4

J[, 

、、

キ

モ

一

（

三

0
・
4
）
一

一

（

二

一

三

・

8
）一

－

－

ミ

テ

一

一

見

テ

一

一

覧

ト

一

ミ

7

イ
ラ
セ

az夢
、

A

－↓
r
b
P
3
3
J

－何回引

一

て

二

↓

ノ

t
、
一
宮
阜

一

（

凶

0
・
2
）
一
視
親

一

観

親

モ
タ
セ

二
八
・

8

（
三
五
・
l
）

（二一八・

5
）

（
三
九
・
5
）

（
三
九
・
5
）

（
三
九
・

7
）

モ
タ
セ

ハ・

6

山
一
・

1

U
4
U
1

》
d

u
p
－
；
 

（
四
七
・

2
）

観
親

（
凶
八
・
4
）

れ
る
。

の
二
例
も
、

「
キ
ル
・
ミ
ル
・
モ
ツ
」
に
共
通
し
て
、

五
十
頁
の
少
し
前
あ
た
り
に
、
先
に
み
た
対
立
が
あ
る
と
考
え
ら

た
ま
た
ま
五
十
頁
前
後
に
そ
の
用
例
が
み
ら
れ
な
い
だ
け
で
、
先
の
三
例
か
ら
推
測
す

「
イ
ク
サ
・
オ
ワ
シ
マ
ス
」
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る
に
、

そ
の
対
立
の
あ
る
本
文
中
の
位
置
は
五
十
頁
前
後
で
あ
ろ
う
。
以
下
こ
う
し
て
数
語
に
共
通
し
て
対
立
が
み
ら
れ
る
場
所
を
く
び

れ
と
呼
ぶ
。

な
お
表
中
の
矢
印
は
表
記
が
矢
印
で
射
抜
か
れ
た
表
記
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
矢
印
の
筈
に
あ
た
る
方
向
に
は
、
表
中

に
表
現
で
き
な
い
が

欠
印
中
の
表
記
に
統
一
さ
れ
て

表（ II ) 
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持
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表（ N)
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カ
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二
八

0
・
3

二
八
三
・

5

ホタ

カ
イ

fr~ 

（
一
六
二
・

8

以
前
に

19: 

五
例
「
丘
ハ
ラ
｛
十
」
と
あ
る

羽山

（
一
八
三
・
6

表
ー
で
み
た
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
表
H
か
ら
表
W
を
み
る
と
、
表
H
か
ら
は
八
三
頁
か
ら
八
七
百
（
の
問
、
表
町
か
ら
は
一

9 

後
に
、
表
W
か
ら
は
一
八
五
頁
前
後
に
、

一O
頁
前

右
の
よ
う
に
述
べ
て
く
る
時
、
例
外
の
用
例
が
問
題
に
な
ろ
う
か
、

そ
れ
ぞ
れ
く
び
れ
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
触
れ
ず
、
大
概
を
把
握
す
る
に
と
ど
め
る
。

四



E・・・・・・・

上
巻
は
、

こ
こ
で
今
一
度
三
河
物
語
の
内
容
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

天
神
七
代
、

久
曲
日
神
昇
の
簡
に
し
て
要
な
文
章
が
あ
る
の
で
再
録
す
る
。

10 

わ
が
国
の
開
閣
に
筆
を
お
ラ
）
し
、

地
神
五
代
、
神
武
天
皇
を
経
て
、
清
和
天
皇
の
即
位
よ
り
源
氏
の
起
原
に

及
び
、
源
平
の
確
執
を
論
じ
、
徳
川
氏
の
始
祖
、
松
平
親
氏
よ
り
、
泰
親
信
光
、
親
中
川
、
清
康
を
経
て
、

九
）
広
忠
の
卒
去
ま
で
、
六
代
の
聞
の
事
蹟
を
述
べ
て
ゐ
る
。

以
上
が
上
巻
の
内
容
で
あ
り
、
久
曲
目
神
は
こ
れ
に
続
い
て
「
多
く
は
著
者
生
前
の
事
項
で
あ
り
、

主
で
あ
ら
う
己
と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
。

天
文
十
八
年
二
五
四

そ
の
父
兄
な
ど
よ
り
伝
聞
し
た
こ
と
が

右
の
文
中
の
流
れ
の
中
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
か

本
書
を
通
読
し
て
い
く
と

上
巻
中
に
大
久
保
一
族
の
奮
戦
記
事
が
一
つ
は
知
丈

ら
れ
る
。

一
つ
は
長
文
で
二
ヶ
所
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。

J叉 IV)
ー『

物
－τ子五

」

主主
グ）
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成
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八
・
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八
・
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・
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1
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j
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一
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一
）

"' ，、

そ
し
て
そ
れ
ら
の
記
事
と
、
日
で
み
た
く
ぴ
れ
と
に
表
V
の
よ
う
な
関
係
が
み

大 IL、；，＇jj' ' 
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活
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主
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表
W
に
よ
る
く
ぴ
れ
は
針
崎
で
の
一
向
一
撲
に
対
す
る
大
久
保
一
族
の
奮
戦
記
事
の
冒
頭
と
一
致
す
る
。

表
V
と
右
の
一
文
と
か
ら
、
前
節
で
み
た
く
ぴ
れ
と
内
容
の
切
目
と
の
合
致
を
み
る
時
、
表
記
上
の
く
び
れ
が
単
な
る
偶
然
と
は
考
、
ぇ

に
く
く
な
る
。
文
章
を
書
き
綴
っ
て
き
た
忠
教
が
気
ま
ぐ
れ
に
数
語
の
表
記
を
変
え
る
と
は
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
よ
く
言
わ
れ
る
何
ら
か

の
辞
書
な
ど
を
忠
教
が
見
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
表
ー
か
ら
表
W
に
見
た
用
例
は
、
表

m中
の
「
ハ
シ
リ
」
の
よ
う
に
そ
う
考
え
ら
れ
る

用字法から見た『三河物語』の構成

も
の
も
あ
る
が

一
方
表

m中
の
「
シ
ノ
ピ
」
や
表
H
中
の
「
シ
カ
ル
」
な
ど
は
そ
う
し
た
考
え
を
否
定
す
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。

「シ

ノ
ビ
」
や
「
シ
カ
ル
」
の
送
り
仮
名
を
送
る
か
送
ら
な
い
か
と
い
う
の
は
個
人
の
恋
意
に
属
す
る
表
記
上
の
問
題
で
あ
り
、
辞
書
な
ど
の

権
威
と
は
お
よ
そ
無
縁
な
こ
と
で
あ
る
。

と
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
中
巻
の
性
格
と
し
て
考
え
て
き
た
編
纂

性
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
錯
綜
し
た
表
記

つ
ま
り
あ
る
言
葉
に
二
つ
以
上
の
表
記
が
混
然
と
使
わ
れ
て
い
る
原
因
の
一
つ

に
、
忠
教
が
よ
っ
た
原
資
料
の
問
題
を
考
え
る
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
忠
教
が
原
資
料
に
引
っ
ぱ
ら
れ
た
た
め
、
こ
う
し
た
混
然
と
し

た
表
記
が
現
出
し
た
蓋
然
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
推
定
す
る
時
忠
教
が
三
河
物
語
を
作
っ
て
い
っ
た
姿
が
努
髭
と
浮
か
ん
で
く

る
。
上
巻
末
（
七
コ
了

4
）
か
ら
（
一
三
八
・

5
）
に
至
る
広
忠
の
事
跡
の
成
立
過
程
を
具
体
的
例
と
し
て
考
え
て
み
よ
う
。
広
忠
の
事

跡
は
表
V
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
く
三
つ
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
表
H
と
表
聞
の
く
ぴ
れ
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
今
一
っ
つ
け
加
え
る

と
川
と
岡
の
表
記
聞
に
相
似
性
は
な
い
。
仰
は
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
。
一
つ
の
話
で
あ
り
、
同
も
同
様
で
あ
る
。
剛
は
数
個
の
話
柄
か
ら
な
る

が
一
連
の
文
章
と
考
え
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
図
の
成
立
過
程
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

11 
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こ
の
編
纂
の
段
階
で
依
拠
し
た
資
料
に
忠
教
が
忠
実
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
表
H
と
表
聞
の
く
び
れ
は
現
れ
や
す
い
。

つ
ま
り
こ
う
し
で
で
き
た
の
が
、
蓬
左
文
庫
本
に
比
定
さ
れ
る
原
三
河
物
語
で
あ
っ
た
。
勿
論
岡
本
の
下
巻
部
分
は
忠
教
の
筆
記
部
分

で
あ
る
。

五

以
上
み
て
き
た
結
果
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
三
河
物
語
上
中
巻
は
忠
教
の
編
纂
に
、
下
巻
は
忠
教
の
筆
記
に
な
っ
た
も
の
が
三
河
物
語

の
母
体
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
中
巻
に
み
ら
れ
る
錯
雑
な
用
字
は
、
忠
教
の
教
養
な
ど
忠
教
個
人
に
帰
せ
ら
れ
る
よ
り
は
、
忠
教

が
参
照
し
た
資
料
の
影
響
と
考
え
わ
れ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
資
料
｜
｜
従
っ
て
そ
の
用
字
も
い
ろ
い
ろ
な
の
だ
が
1

1
を
ほ
と
ん
ど
生
で
書

き
写
し
、
継
ぎ
た
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
加
、
え
て
、
ヘ
資
料
と
資
料
の
間
に
適
宜
大
久
保
一
族
の
そ
れ
ら
資
料
と
関
連
す
る
話
柄
を
載
せ
、



大
久
保
一
族
の
古
来
不
変
の
忠
義
立
を
描
こ
う
と
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
で
忠
教
子
孫
へ
の
遺
訓
の
書
で
あ
り
、
今
一
方

で
は
大
久
保
家
の
自
家
宣
伝
の
書
で
あ
っ
た
。

か
て
て
加
え
て
後
に
補
訂
し
た
り
、
筆
写
し
た
り
す
る
際
忠
教
個
人
の
用
字
が
顔
を
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
が
お
そ
ら

く
表
川
i
剛
で
例
外
を
生
ん
だ
主
原
因
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
も
あ
れ
編
纂
及
び
補
訂
は
ま
す
ま
す
自
筆
本
の
表
記
を
複
雑
な
も
の
と
し
た
。

結
果
と
し
て
忠
教
に
芳
ば
し
く
な
い
評
判
も
立
っ
た
。
今
こ
の
評
判
を
打
ち
消
す
に
あ
た
っ
て
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
忠
教
が
何
故
こ

用字法から見た『三河物語』の構成

う
し
た
錯
雑
な
表
記
を
放
置
し
た
ま
ま
、
そ
の
編
集
段
階
で
手
を
加
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。
忠
教
の
無
教
養
を
述
べ

る
こ
と
は
す
ま
い
。
忠
教
は
本
書
の
中
で

「
信
長
記
』
に
偽
り
が
多
い
と
述
べ
て
お
り
、
本
書
に
つ
い
て
は
『
一
つ
ト
シ
テ
偽
ト
云
事

ヲ
、
後
之
世
ニ
モ
当
第
ニ
モ
、
恐
ラ
ク
申
人
は
有
間
敷
』
と
述
べ
て
い
る
。

』
れ
は
忠
教
の
本
書
に
対
す
る
自
負
で
あ
り
、
自
ら
依
拠
し

た
資
料
へ
の
信
頼
で
あ
る
。
忠
教
の
常
用
文
章
の
表
記
は
下
巻
の
そ
れ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
か
ら
、
本
稿
で
今
ま
で
あ
え
て
触
れ
な
か
っ

た
難
字
も
含
め
て
そ
の
文
字
や
用
字
法
に
古
き
と
権
威
｜
｜
こ
の
時
代
に
は
往
々
こ
の
こ
つ
は
結
ば
れ
や
す
い
が
ー
ー
を
見
い
だ
し
た
の

で
は
な
い
か
。
忠
教
は
こ
の
信
頼
を
基
に
原
資
料
を
生
の
ま
ま
書
き
写
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

む
し
ろ
、
難
字
を
書
き
直
さ

な
い
こ
と
が
忠
教
の
原
資
料
に
対
す
る
信
頼
で
あ
り
資
料
の
古
き
の
誇
示
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

i主
1 

三
河
物
語
の
成
立
過
程
は
元
和
八
年
頃
に
第
一
期
の
集
成
が
み
ら
れ
、
寛
永
一
了
三
年
に
第
二
期
の
暫
定
的
な
補
筆
改
訂
が
な
さ
れ
、

高
木
昭
作
（
『
三
河
物
語
の
成
立
年
に
つ
い
て
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
第
五
号
、
昭
和
四
六
年
三
月
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
寛
永
三
年
以
後
に

13 

お
い
で
も
補
訂
が
な
さ
れ
今
日
の
形
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
下
巻
末
の
援
の
中
に
「
我
は
早
六
十
七
ニ
及
ニ
」
の
六
十
七
が
七
十
に
改
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変
さ
れ
た
個
所
が
あ
る
。
近
接
し
て
識
語
が
寛
永
三
年
が
元
和
八
年
と
改
変
さ
れ
て
い
る
為
、
こ
れ
を
結
び
つ
け
て
考
え
や
す
い
が
、
そ
の
関
係

と
す
る
な
ら
こ
の

は
と
も
か
く
、
七
十
歳
に
な
っ
て
い
な
い
人
が
、
七
十
に
及
ぴ
と
書
く
で
あ
ろ
う
か
、
し
か
も
六
十
七
を
わ
ざ
わ
ざ
消
し
て
。

部
分
の
改
変
は
忠
教
七
十
歳
以
降
寛
永
六
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
忠
教
七
十
歳
以
降
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
七
十
歳
に
お
い
て
は
忠

教
は
こ
の
書
を
身
辺
に
お
い
て
加
筆
訂
正
で
き
る
状
態
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2 

伝
本
中
に
は
『
大
久
保
忠
教
自
記
』

『
三
河
記
』
な
ど
の
名
称
を
持
つ
も
の
や
、
そ
の
一
部
を

「
コ
一
河
物
語
脱
漏
』

と
し
て
独
立
し

た
本
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
伝
本
中
、
自
筆
本
の
ほ
か
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
元
和
八
年
第
一
次
完
成
頃
の
写
本
と
目
さ
れ
る
蓬
左
文

庫
本
や
寛
永
二
・
三
年
頃
の
第
二
次
完
成
頃
の
写
本
と
目
さ
れ
る
自
記
本
東
京
教
育
大
学
蔵
本
な
ど
で
あ
る
。

3 

中
国
祝
夫
編
『
原
本
三
河
物
語
』
昭
和
四
五
年
刊
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。
本
稿
中
に
引
用
す
る
頁
数
行
数
は
全
て
問
書
影
印
篇
の
も
の

で

）
を
使
っ
て
、
二
頁
の
三
行
目
な
ら
（
二
・

3
）
の
よ
う
に
頁
数
は
漢
数
字
、
行
数
は
算
用
数
字
を
使
っ
て
示
し
た
。

4 

斉
木
一
馬
ほ
か
校
注

日
本
思
想
大
系
出
「
三
河
物
語

葉
隠
』
昭
和
四
九
年
刊

巻
末
解
説

（

5
）
 

（
3
）
の
研
究
釈
文
篇
中
の
中
国
に
よ
る
解
説
な
ど
。

6 

以
下
に
示
す
外
斉
木
は
（
4
）
で
忠
教
の
義
母
が
三
条
西
公
条
の
娘
で
あ
っ
た
と
『
寛
政
重
修
一
諸
家
譜
』
の
記
事
に
よ
り
述
べ
て
い
る

が
、
忠
教
の
読
み
書
き
能
力
を
直
接
に
一
ポ
す
も
の
で
な
い
の
で
こ
こ
に
記
す
に
と
ど
め
る
。

7 

現
在
小
田
原
城
内
に
保
管
展
覧
さ
れ
て
い
る
。

（

8
）
 

斉
木
一
馬
「
大
久
保
彦
左
衛
門
忠
教
自
筆
の
釈
教
和
歌
の
釈
義
」

日
本
歴
史
二
五
三
号

（

9
）
 

星
野
恒
「
三
河
物
語
考
」

史
学
雑
誌
第
一
篇
一
二
号

（叩）

岩
波
文
庫
版
に
よ
る
。
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入
筒
所
が
行
外
に
書
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
筆
本
で
は
行
中
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

原
三
河
物
語
が
蓬
左
文
庫
本
本
文
と
仮
定
す
れ
ば
、
室
百
き
変
え
が
な
さ
れ
て
い
な
い
な
ら
蓬
左
文
庫
本
に
な
く
て
自
筆
本
に
あ
る
補

一
度
以
上
の
書
き
直
し

11 

が
あ
っ
た
と
考
、
子
わ
れ
る
。

12 

太
宰
治
は
こ
う
し
た
点
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
る
作
家
の
一
人
で
あ
る
。

（日）

（

3
）
の
研
究
釈
文
篇

（日）

｝
の
ほ
か
上
巻
末
に
大
久
保
忠
俊
の
口
語
り
が
あ
る
。


